
組
織
内
部
強
化
・
仕
事
確
保
を
重
点
に
�

二
〇
〇
九
年
建
設
長
崎
新
春
旗
開
き

が
、
一
月
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
長
崎
で
開
催
さ
れ
、
組
合
よ

り
本
部
役
員
を
は
じ
め
青
年
部
・
主
婦

会
の
代
表
、
書
記
局
、
そ
し
て
多
数
の

ご
来
賓
に
も
出
席
を
戴
き
、
全
体
約
一

六
〇
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
相
川
執
行
委
員

長
は
「
今
年
も
建
設
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
大
変
厳
し
い
が
、
徹
底
し
た
生

活
と
仕
事
を
守
る
運
動
や
諸
要
求
を
実

現
す
る
た
め
『
数
は
力
』
を
合
言
葉
に
、

組
織
拡
大
・
内
部
強
化
の
推
進
。
そ
し

て
今
年
行
わ
れ
る
衆
議
院
選
挙
で
は
、

こ
の
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
推

薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
て
取
り

組
む
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
長
崎
県
を
代
表
し
て
産
業
労

働
部
の
町
田
和
正
次
長
、
労
働
団

体
よ
り
連
合
長
崎
の
中
崎
幸
夫
副

会
長
、
政
党
よ
り
社
民
党
の
池
田

章
子
市
議
会
議
員
、
民
主
党
の
橋

本
希
俊
県
議
会
議
員
の
四
名
の

方
々
か
ら
連
帯
と
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
建
設
長

崎
常
任
顧
問
で
あ
る
金
子
県
議
の

乾
杯
で
は
じ
ま
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
の
中
、
衆
議
院
選
長
崎

二
区
よ
り
立
候
補
予
定
で
あ
る
推
薦
候

補
者
の
福
田
え
り
こ
氏
も
出
席
頂
き
ご

挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
厳
し
い
今
こ
そ
更
な
る
団

結
を
誓
い
、
長
崎
地
区
労
加
世
田
書
記

長
の
掛
け
声
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
の

力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
行
い

盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

主
な
来
賓
出
席
者
敬
称
略
・
順
不
同

長
崎
県
産
業
労
働
部

次
長

町
田

和
正

長
崎
県
雇
用
労
政
課

課
長

笹
原

哲
夫

長
崎
県
雇
用
労
政
課
労
政
福
祉
班

係
長

穐
山

辰
夫

長
崎
市
商
工
部
産
業
振
興
課

課
長

酒
井

国
隆

長
崎
県
議
会
議
員

橋
本

希
俊

長
崎
市
議
会
議
員

野
口

達
也

長
崎
市
議
会
議
員

池
田

章
子

佐
世
保
市
議
会
議
員

速
見

篤

佐
世
保
市
議
会
議
員

早
稲
田
矩
子

諫
早
市
議
会
議
員

城
田

拓
治

大
村
市
議
会
議
員

松
崎

鈴
子

島
原
市
議
会
議
員

松
本

匠

衆
議
院
２
区
予
定
候
補

福
田
え
り
子

衆
議
院
４
区
予
定
候
補（
代
理
）

宮
島

大
典

社
会
民
主
党
県
連
合

副
幹
事
長

鶴
田

誠
二

社
会
民
主
党
長
崎
総
支
部

代
表

社
民
党
県
連
合

副
代
表

熊
江

雅
子

連
合
長
崎

副
会
長

中
崎

幸
夫

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

坂
本

浩

連
合
長
崎
地
域
協
議
会

事
務
局
長

本
多

毅

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

書
記
長

加
世
田
和
志

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

桝
田

憲
二

九
州
ろ
う
き
ん
長
崎
県
本
部

本
部
長

池
田

篤

全
労
済
長
崎
県
本
部

理
事
長

高
石

哲
夫

全
労
済
長
崎
県
本
部

専
務
理
事

重
松

文
男

長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

井
坂

達
朗

長
建
木
材
供
給
�

部
長

小
森

隆
雄

長
建
木
材
供
給
�

部
長

水
芦

孝
己

全
国
一
般
労
働
組
合
長
崎
地
方
本
部

委
員
長

松
尾

和
昭

高
校
後
援
会

西
中
須

盈

長
船
後
援
会

泉
原

正
行

西
彼
退
教
協

事
務
局
長

小
川

清

西
彼
退
女
協

永
石

和
子

長
自
退
職
の
会

副
会
長

山
下

耕
作

他
、各
労
働
組
合
等
、多
数
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
）

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

衆
議
院
議
員

山
田

正
彦

参
議
院
議
員

西
岡

武
夫

参
議
院
議
員

犬
塚

直
史

参
議
院
議
員

大
久
保
潔
重

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
市
長

田
上

富
久

長
崎
県
土
木
部

部
長

桑
原

徹
郎

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

全
自
交
労
連
長
崎
県
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合

執
行
委
員
長

岩
�

勉

お

礼

平
成
二
十
一
年
度

国
保
組
合
特
別
助
成
等
補
助
金

二
八
一
億
五
千
万
円
を
獲
得
（
前
年
比

五
千
万
円
増
）

内

訳

特
別
調
整
補
助
金
等

二
二
九
億
五
千
万
円

（
前
年
比

同
額
）

特
別
対
策
費
補
助
金

二
十
六
億
一
千
万
円

（
前
年
比

同
額
）

高
額
医
療
費
共
同
事
業
補
助
金

二
十
五
億
九
千
万
円
（
前
年
比

五
千
万
円
増
）

厳
し
い
国
の
予
算
状
況
の
な
か
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
書
き
要
請
活
動
、
地

元
選
出
国
会
議
員
要
請
そ
し
て
、
全
建
総
連
と
全
国
の
仲
間
の
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
の
結
果
で
す
。

国
保
補
助
金
確
保
の
決
定
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長

金
子
三
智
郎

増改築相談員新規・更新研修会実施のお知らせ
増改築相談員新規・更新研修会が下記日程にて実施されます。

記
１．実施日時

（新規）平成２１年２月１８日�・１９日�《２日間》
１日目：午前９時３０分～午後５時２０分

２日目：午前９時３０分～午後４時

（更新）平成２１年２月１９日�《１日間》
午前９時３０分～午後４時

１．実施場所 時津町北部コミュニティーセンター
（西彼時津町日並郷１３１７－１�０９５－８８１－７３１２）

１．受講料 新規 ２４，０００円（テキスト代込み）

更新 １８，０００円（テキスト代、更新登録料込み）
※顔写真１枚（縦４５ミリ×横３５ミリ）

１．受付期間 平成２１年１月１９日～２月９日

（申し込みは各支部事務所へ）

※増改築相談員とは、住宅の新
築工事またはリフォーム工事
に関する実務経験を１０年以上
有している者で、財）住宅リ
フォーム・紛争処理支援セン
ターが企画した研修会に参加
し考査に合格したものが上記
の財）センターに増改築相談
員として登録されます。登録
されると財）センターより登
録証が発行され、毎年１回発
行する住宅リフォーム支援者
名簿（掲載希望者のみ、地方
公共団体の住宅関係窓口等）
へ掲載。登録有効期間は５年
です。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

February
No.524
２００９年２月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

相川執行委員長

税金申告特集号
税金申告受付日程表を掲載しています。

必ずご覧下さい。

２００９年
新 春
旗開き

組組
織織
内内
部部
強強
化化
・・
仕仕
事事
確確
保保
をを
重重
点点
にに
��

今
こ
そ
組
合
に
結
集
し
、不
況
を
切
り
拓
こ
う

2
毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）２月１５日発行建 設 長 崎第５２４号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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必ず受付をして下さい。

消費税率の引き上げに対し、
反対の声を上げ
大衆増税反対を政府へ
訴えていきましょう。

○税金学習会日程（各会場午後７時より）

�税務署から送って来た申告用紙及び印鑑と筆記
用具

�記帳簿（売上・仕入れ・外注費・労務費・一般
経費等が記入されているもの）

�家族全員の氏名・生年月日（健康保険証を持参
されたら間違いありません。）

�生命保険・個人年金・損害保険料（地震保険）
の控除証明書（領収書は認められませんので、
必ず、控除証明書をお願いします。）

�配偶者で、パート等の収入があり、扶養家族に

なる人は、収入明細書を持参下さい。（源泉徴
収票も可）
�国民年金や市町村国保加入の人は納付書又は明
細書（平成１９年分と平成２０年分）
�病気で長期間仕事ができなくて、収入がない人
は医師の証明書（長建国保加入の人は国保で証
明します。）

�医療費控除を受ける人は、病院・薬局等の領収書
	不動産収入のある人は、収入明細書とその所在地

農業収入がある人は、農業収入・支出明細書（収

支計算書等）
�住宅取得控除を受ける人は、銀行から年末残高
証明書、初めて受ける人は加えて住民票・売買
契約書・登記簿謄本
（今年初めて住宅取得控除を受ける人は、事前
に支部事務所に問い合わせて下さい。）

《注意事項》
組合は「記帳補助者」です。ご本人の申告は、

『自主記帳・自主申告・自主納付』が原則です。
再計算で、確認しましょう。

・初めてご自分で申告
をされる方、記帳の仕
方がわからない方など
を対象に学習会を開催
しますの
で、是非
ご参加下
さい。

税金申告の
時期になりました。
建設長崎税金対策部では各支部の日程

調整を行い、組合員の皆様にスムーズに
税金申告ができるよう受付日程を組んで
みました。
指定された日時で申告いただきますよ

うご協力をお願い致します。

● 受付の時に用意してくるもの ●

佐世保・北松・平戸地区
［県北総支部］

会 場

建設長崎
県北総合会館

佐々文化会館

建設長崎
県北総合会館

支部事務所

支部事務所

対 象 分 会

大野西、松瀬、瀬戸越、柚木

皆瀬、本山、吉岡、相浦、
棚方、上相浦、日野

佐々、小佐々、鹿町

吉井、世知原、江迎、松浦

大和、旭、光海、清水

船越、愛宕、春日、花園

山祇、天神、福石

平戸北、宝亀、紐差、獅子

津吉、田平、生月、度島

日宇、黒髪、早岐

広田、川棚、波佐見

針尾、三川内、宮

対象支部

佐 世 保 北

北 松

佐世保中央

平 戸

佐 世 保 東

実 施 日

２月９日�

２月１０日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１６日�

２月１７日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

諫早・大村・島原地区
［県央総支部］

会 場

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

寺の元公民館

支部事務所

対 象 分 会

上山、中央、北部、永昌

鈴田、大村１～２、
西大村１～４

島原市内及び南目地区

島原市内及び北目地区

小長井、高来、本野、その他

森山、飯盛、南部、有喜

西部、三浦、長田

西部連合分会

萱瀬、竹松１～２、福重、
松原、彼杵

その他、全分会

対象支部

諫 早

大 村

島 原

諫 早

島 原
（雲仙市）

大 村

実 施 日

２月５日�

２月６日�

２月９日�

２月１０日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１６日�

２月２５日�

２月２６日�

２月２７日�

長 崎 地 区
［浦上総支部］［中央総支部］

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表 ［受付時間］午前１０時～午後４時迄

税
金
申
告
は
組
合
で

日程・その他でのご不明な点は
支部までお問い合わせ下さい。

会 場

勤労福祉会館

南部市民セン
ター

大浦区民セン
ター

三和公民館

勤労福祉会館

支部事務所

勤労福祉会館

長崎市植木セ
ンター

対 象 分 会

稲佐、旭、飽の浦、小榊、
福田、西坂、銭座

磨屋、伊良林、本河内、日見

小ヶ倉、土井首、江川・竿浦、
深堀、香焼

第１日の出、第２日の出、
東山、川上、南八景

上田、出雲、南山手、小菅、
小島、戸町、新戸町、その他

平山、布巻、為石、蚊焼、
その他

川原、高浜第１、高浜第２、
岬木場、野母

桜馬場、勝山、片淵、西山、
田上、愛宕

田ノ浦、矢上上、矢上下

佐古、小島、風頭、茂木、
その他

古賀、多良見、その他

戸石、飯盛

対象支部

中 央

市 南

大 浦

市 南

中 央

東 長 崎

中 央

東 長 崎

実 施 日

２月１２日�

２月１３日�

２月１６日�

２月１７日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

２月２６日�

２月２７日�

会 場

組合本部

園田公民館

外海中央公民館

三重地区市民
センター
滑石地区ふれ
あいセンター

組合本部

琴海文化セン
ター

組合本部

長与町ふれあ
いセンター
時津町北部コ
ミセン

対 象 分 会

油木、西、江里

青山、花園、小江原

清水、西北、岩屋、葉山

手熊、式見

外海、大瀬戸、西海

三重、三重団地、鳴見台、
畝刈

滑石、横尾

城山、竹の久保、その他

琴海、西彼、西海

本原、石神、三原、住吉

昭和、上野、緑、坂本

本尾、高尾、三川、女の都、
川平、その他

長与連合分会

時津連合分会

対象支部

浦 上 西

西 彼

浦 上 西

西 彼

浦 上 東

西 彼

実 施 日

２月５日�

２月６日�

２月９日�

２月１０日�

２月１６日�

２月１７日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

２月２６日�

２月２７日�

各会場とも午前１０時～午後４時まで受付時間

○消費税申告受付日程

会 場

勤労福祉会館

組 合 本 部

諫早支部事務所

建設長崎県北総合会館

大村支部事務所

島原支部事務所

対象支部

中央総支部

浦上総支部

諫 早 支 部

県北総支部

大 村 支 部

島 原 支 部

実施日

２月２日�

２月４日�

会 場

東長崎支部事務所

三 和 公 民 館

桜 町 総 合 事 務 所

西 彼 支 部 事 務 所

組 合 本 部

島 原 支 部 事 務 所

諫 早 支 部 事 務 所

大 村 支 部 事 務 所

北 松 支 部 事 務 所

建設長崎県北総合会館

平 戸 支 部 事 務 所

対 象 支 部

東長崎

市南

中央・大浦

西彼

浦上東、浦上西

島原

諫早

大村

北松

佐世保中央

佐世保北・佐世保東

平戸

実施日

３月１８日�

１９日�

２５日�

２６日�

３月１６日�

１７日�

１８日�

３月１９日�

２３日�

２４日�

３月２３日�

２４日�

２５日�

２６日�

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２４号 ２�建 設 長 崎

国民年金の証明がないと控除する事ができません�

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）２月１５日発行３�
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一
言
！

「
議
会
だ
よ
り
」
の
一
月
号

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
さ
ん
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
か
わ
っ
て

別
紙
「
県
議
会
報
告
」
新
年
特

集
号
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
お

読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
も
し
特
集
号
が
手
に
入
ら

な
い
場
合
は
、
是
非
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

そ
の
中
で
県
庁
舎
整
備
問
題
の

「
建
築
方
法
」「
移
転
先
」「
現

庁
舎
跡
地
の
活
用
」
に
つ
い
て

は
か
な
り
詳
し
く
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
「
バ
イ

オ
ラ
ボ
」
一
〇
〇
条
委
員
会
、

市
民
病
院
問
題
も
若
干
記
載
し

て
い
ま
す
。

新
年
は
七
日
に
長
崎
出
初
め

式
、
十
二
日
に
は
成
人
式
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
崎
市
で
は
、
今
年
約
四
七
〇

〇
名
が
め
で
た
く
成
人
式
を
迎

え
た
そ
う
で
す
。
平
成
元
年
生

ま
れ
の
人
が
新
成
人
と
な
り
ま

し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
末
に
表

面
化
し
た
、
不

況
や
単
年
度
赤

字
を
理
由
と
し

た
不
当
な
解
雇

や
派
遣
切
り
の

嵐
は
止
む
気
配

は
見
え
ま
せ
ん
。

日
本
の
雇
用
関

係
に
脈
々
と
し

て
継
続
し
て
い

た
「
人
」
は
企

業
の
柱
、
と
の
考
え
方
が
も
ろ

く
も
崩
れ
去
っ
た
時
で
す
。
経

済
的
な
弱
者
の
立
場
に
立
っ
た

暖
か
い
政
治
を
目
指
し
て
県
議

会
で
も
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年
一

年
が
一
歩
で
も
躍
進
す
る
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

各支部賃金拡大委員会日程

平成２１年度 変更届受付日程
受付時間：各支部とも午前１０時～午後４時

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答

「
オ
セ
チ
リ
ョ
ウ
リ
」

●
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答

�
牛
の
し
っ
ぽ

�
牛
の
角

�
牛
の
足

�
門
松

�
左
の
女
性
の
着
物

�
中
央
前
の
羽
根

�
右
の
男
性
の
は
お
り

新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
に
多
数

の
ご
応
募
戴
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
応
募
総
数

２
２
８
通
）

（
正
解
者
数

２
１
７
通
）

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の

五
十
名
の
方
に
記
念
品
を
送
付

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当
選
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

野
下

和
広
（
中

央
）

椎
山

和
彦
（
中

央
）

松
本

重
徳
（
大

浦
）

山
口
吏
恵
子
（
市

南
）

木
納

俊
秀
（
市

南
）

龍
頭

昇
（
市

南
）

増
本

勝
紀
（
市

南
）

武
次

哲
善
（
市

南
）

森

隆
幸
（
東

長

崎
）

寺
田

美
咲
（
東

長

崎
）

牧
島

拓
也
（
東

長

崎
）

木
村
十
喜
男
（
東

長

崎
）

山
口

政
隆
（
浦

上

西
）

柴
田

藤
男
（
浦

上

西
）

津
田
三
代
治
（
浦

上

西
）

村
岡

広
明
（
浦

上

西
）

森

政
一
（
浦

上

東
）

平
山

明
広
（
浦

上

東
）

岸
山

正
（
西

彼
）

若
杉

秀
明
（
西

彼
）

浜
本

勝
之
（
西

彼
）

林
田

成
人
（
西

彼
）

川
口

康
行
（
西

彼
）

山
口
誠
一
郎
（
諫

早
）

三
根
ち
え
子
（
諫

早
）

福
島

輝
彦
（
諫

早
）

浅
井

幸
一
（
諫

早
）

山
口

勝
則
（
諫

早
）

辻

清
二
（
諫

早
）

芦
塚

康
勝
（
諫

早
）

山
上

和
男
（
大

村
）

浦
口

一
行
（
大

村
）

井
手

朗
（
大

村
）

杉
永

愛
子
（
島

原
）

川
田
し
げ
み
（
島

原
）

増
田
あ
つ
し
（
島

原
）

末
永
は
つ
み
（
佐
世
保
中
央
）

野
中

明
美
（
佐
世
保
中
央
）

右
寺

勇
一
（
佐
世
保
中
央
）

金
田

逸
男
（
佐
世
保
中
央
）

濱
野

文
章
（
佐
世
保
東
）

富
永

幸
雄
（
佐
世
保
東
）

中
野

彰
（
佐
世
保
東
）

田
中

勇
男
（
佐
世
保
東
）

針
尾
友
理
香
（
佐
世
保
北
）

市
原

正
信
（
佐
世
保
北
）

萩
原
美
恵
子
（
佐
世
保
北
）

多
久
島
泰
宏
（
佐
世
保
北
）

山
下

勇
（
北

松
）

村
川

隆
広
（
平

戸
）

実
体
経
済
を

大
切
に

米
国
で
オ
バ
マ
氏
が
大
統
領

に
選
出
さ
れ
た
の
を
み
る
に
つ

け
、
日
本
は
リ
ー
ダ
ー
に
恵
ま

れ
な
い
国
だ
な
あ
と
思
う
。
確

か
に
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク
等
へ

の
武
力
行
使
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
極
端
な

市
場
原
理
主
義
が
あ
り
、
危
な

い
国
で
あ
る
。
と
同
時
に
他
民

族
の
人
口
も
増
え
、
民
主
主
義

が
成
長
し
て
い
る
。

日
本
も
落
ち
着
い
て
政
策
論

議
を
し
て
選
挙
を
や
ら
な
い
と

駄
目
で
す
ね
。

米
国
の
ま
ね
で
は
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
（
安
全
網
）
を

張
っ
た
上
で
、
自
由
競
争
を
や

る
形
の
方
が
い
い
。
カ
ネ
を
ま

わ
し
て
カ
ネ
儲
け
す
る
の
で
は

な
く
、
も
の
づ
く
り
や
農
業
等

実
体
経
済
を
大
事
に
す
る
政
策

が
望
ま
れ
る
。

今
年
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ

る
子
供
さ
ん
に
は
、
入
学
祝
金

が
出
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
二
月
五
日
ま
で
に
手
続

を
し
て
下
さ
い
。

全
建
総
連
で
は
建
設
作
業

現
場
で
の
安
全
確
保
や
意
識

の
向
上
に
役
立
て
る
た
め

「
労
働
安
全
標
語
」
を
募
集

し
、
優
秀
作
品
を
、
安
全
ポ

ス
タ
ー
や
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー

に
刷
り
込
み
、
全
国
の
組
合

で
活
用
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
来
年
度
の
標
語
を
募
集

し
ま
す
。◆

応
募
要
領
◆

●
内
容
―
―
―
―
―
―
―

労
働
安
全
に
関
す
る
標
語

●
字
数
―
―
―
―
―
―
―

特
に
指
定
は
な
い
が
安
全

ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
る

も
の
な
の
で
、
判
り
や
す

い
簡
潔
な
も
の

●
資
格
―
―
―
―
―
―
―

建
設
長
崎
組
合
員
と
そ
の

家
族
（
応
募
は
一
人
一
点

ま
で
）

●
審
査
―
―
―
―
―
―
―

最
優
秀
作
品
一
点

優
秀
作
九
点

（
該
当
者
に
は
賞
品
あ
り
）

●
締
切
―
―
―
―
―
―
―

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
日

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
―
―

所
属
支
部
へ

●
そ
の
他
―
―
―
―
―
―

応
募
作
品
の
著
作
権
は
全

建
総
連
に
帰
化
し
ま
す
。

◆
昨
年
の
最
優
秀
作
◆

「
安
全
は
ハ
ッ
キ
リ
合
図

シ
ッ
カ
リ
確
認
」

〈
申
請
時
〉

�
長
健
国
保
に
未
加
入
の
子
供
さ
ん

・
印
か
ん

・
子
供
の
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の

（
保
険
証
等
）

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
子
供
さ
ん

事
務
所
一
括
処
理

〈
給
付
〉

ハ
ガ
キ
に
て
ご
通
知
致
し
ま
す
。

会 場

桜町総合事務所

桜町総合事務所
桜町総合事務所
桜町総合事務所
組合本部
組合本部

西彼支部事務所

諫早支部事務所

大村支部事務所

島原支部事務所

県北総合会館

県北総合会館

県北総合会館

北松支部事務所
平戸支部事務所

日 程

３月１２日�
３月１３日�
３月１２日�
３月１３日�
３月１１日�
３月４日�
３月４日�
３月１２日�
３月１３日�
３月１７日�
３月１８日�
３月１６日�
３月５日�
３月６日�
３月２７日�
３月３１日�
３月２７日�
３月３１日�
３月２７日�
３月３１日�
３月９日�
３月１０日�

支 部 名

中 央

大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松
平 戸

会 場

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

時 間

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

午後７時

日 程

２月１２日�

２月１７日�

２月６日�

２月１２日�

２月１０日�

２月１３日�

２月１０日�

２月１３日�

２月１７日�

２月１３日�

２月１６日�

２月１８日�

２月１６日�

２月１２日�

２月１３日�

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

県
議
会
だ
よ
り

１８

二
〇
〇
九
年
労
働
安
全
標
語
募
集
！ ※詳細は、支部事務所へお尋ね下さい。

入入学学（（小小学学校校））祝祝金金がが
支支給給さされれまますす。。

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２４号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）２月１５日発行



住宅瑕疵担保履行法とは

重要チェック！

どんな住宅に適用されるのか（対象）

×
対象となるもの（定義）

●対象となる「新築住宅」
〈新築の定義〉
→住宅品質確保法第２条第２項に規定する「新
築住宅」
・建設工事完了の日から起算して１年以内の
もの
・人の居住の用に供したことのないもの
〈住宅の定義〉
→住宅品質確保法第２条第１項に規定する「住宅」
・人の居住の用に供する家屋又は家屋の部分

対象外（具体例）
×新築住宅ではない住宅
・竣工後１年を経過した住
宅
・一旦居住後に転売された
住宅 など

×住宅ではない建物（倉庫・
物置・車庫等）

講師団

・工業高校教諭

・一級建築士

・その他専門講師

訓練科目

建築設計科
２カ年

木造建築科
２カ年

（長崎学院のみ実施）

訓練時間

（長崎学院のみ）
午前９時～午後５時
（他の３校は）
午後６時３０分～９時

訓練日

（長崎学院は昼間訓練）毎
週（土曜日）（他の３校は
夜間訓 練）毎 週３日 間
（月・火・水）

募集期間

平成２１年
３月３１日まで

募集人員

木造建築科

１０

０

０

０

建築設計科

２０

１０

１０

１０

電 話

０９５‐８６１‐９２６１

０９５７‐６３‐１２９７

０９５７‐５３‐８３８５

０９５６‐３３‐０９４４

所在地

長崎市城山町１７－５８

島原市秩父ケ浦町２６６９－８

大村市玖島１丁目４９－２

佐世保市大黒町５３４－１８

学院名

長崎建設技術専門学院

島原建設技術専門学院

大村建設技術専門学院

佐世保建設技術専門学院

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

●事業者の瑕疵担保責任※

新築住宅を供給する事業者は、住宅のなかでも特に重要な部分であ
る、構造耐力上主要な部分および雨水の浸入を防止する部分の瑕疵に
対する１０年間の瑕疵担保責任を負っています。
※瑕疵担保責任とは…契約の目的物に瑕疵（欠陥）があった場合に、これを補修

したり、瑕疵によって生じた損害を賠償したりする責任のことをいいます。

●瑕疵担保責任の履行の確保
住宅瑕疵担保履行法は、この瑕疵担保責任を確実に履行するための
資力確保措置（保険加入または供託）の事業者への義務付け等を定め
ています。
これにより、消費者が安心して新築住宅を取得できるようになりま

す。
●義務付けの対象となる事業者
新築住宅を消費者に供給する建設業者や宅建業者に対して、瑕疵の

補修等が確実に行われるように、保険加入または供託が義務付けられ
ます。

●対象となるのは「引き渡し」から！
平成２１年１０月１日以前に建築確認がされていたり、契約が済んでい

ても、その住宅の引き渡しが平成２１年１０月１日以降のものは対象とな
ります。
たとえば、建売住宅で販売が予定よりも遅れてしまった場合や、工

事が予定より遅延した場合でも、結果的に引き渡しが平成２１年１０月１
日以降にずれてしまえば対象となりますので、注意が必要です。
●保険は前もって準備が必要です！
住宅瑕疵担保責任保険の場合、引き渡しにいきなり加入を申し込む

ことはできません。そのため、平成２１年１０月１日以降の引き渡しが想
定される（新法が適用される）住宅は、前もって保険の申込みをする
必要があります。平成２０年５月に最初の保険法人が指定され、順次保
険の受付業務を開始しますので、施行前に保険に加入することが可能
です。

●平成２１年１０月１日以降引き渡される新築住宅は戸建、マンション、賃貸
まで、すべてが対象となります
新法の対象となるのは、建築物のうち「住宅」だけです。「住宅」とは住宅品

質確保法でいう、「人の居住の用に供する家屋又は家屋の部分」をさします。し
たがって、戸建住宅や分譲マンションはもちろん、賃貸住宅も対象となります。
一方、事務所・倉庫・物置・車庫は「住宅」ではないため、対象とはなりません。

（参考）保険法人などの問い合わせ先（平成２０年１１月１日現在）
�財団法人 住 宅 保 証 機 構 【問合せ先】０３－３５８４－６６３１
�株式会社 住宅あんしん保証 【問合せ先】０３－３５１６－６３３３
�株式会社 日本住宅保証検査機構 【問合せ先】０３－３６３５－３６５５
�株式会社 ハ ウ ス ジ ー メ ン 【問合せ先】０３－５４０８－８４８６
�ハウスプラス住宅保証 株式会社 【問合せ先】０３－５７７７－１４３４

平成２１年度学院生募集 二級建築士、技能士の資格取得の早道

１、募 集 期 間

２、応募手続き �入学申込書 �写真（３�×４�）１枚
３、必 要 経 費 入学金他手数料 ５５，０００円 授業料 毎月 １０，０００円（組合員は 毎月 ８，０００円）

詳細についてのお問い合わせは各専門学院までお願い致します。

働きながら高度な技術・技能の知識を修得しよう！

２４時間３６５日受付
株式会社 長崎新生活センター
http://www.ho-rin.jp

長崎／長崎市茂里町３番３１号
TEL０９５（８４９）４０００

諫早／諫早市栗面町１２０番地１
TEL０９５７（２４）４０００建設長崎メンバーズカードでさらにお得です。

業務提携葬祭場

専用フリー
ダイヤル ０１２０‐８７８‐８７１

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）２月１５日発行建 設 長 崎第５２４号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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念
願
だ
っ
た
支
部
旅
行
、
い

つ
も
よ
り
早
起
き
し
、
空
を
何

度
眺
め
て
も
曇
っ
て
い
る
。
旅

行
出
発
の
朝
の
状
況
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
七
日
、
二
十
八

日
の
一
泊
二
日
の
熊
本
城
と
人

吉
温
泉
球
磨
川
下
り
の
旅
で
あ

る
。
大
型
バ
ス
に
缶
ビ
ー
ル
・

天
ぷ
ら
・
竹
輪
・
果
物
・
お
つ

ま
み
等
を
積
み
込
ん
で
熊
本
城

へ
と
出
発
。
途
中
雨
が
降
り
だ

し
ま
し
た
が
、
バ
ス
の
中
で
は

宴
会
が
始
ま
り
、
そ
の
中
で
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
車
中
の
賑
や
か
な
事
。
高
速

道
路
で
早
く
も
ト
イ
レ
タ
イ
ム

が
三
回
も
あ
り
、
三
十
分
遅
れ

と
な
る
。

熊
本
城
本
丸
御
殿
大
広
間
で

は
、
巨
大
な
天
井
の
小
屋
組
み
、

地
下
通
路
や
昭
君
之
間
、
若
松

之
間
の
天
井
、
襖
絵
の
す
ば
ら

し
さ
、
で
も
壁
の
柱
に
目
地
が

入
っ
て
い
な
い
為
、
壁
と
柱
の

間
に
隙
間
が
出
来
て
い
る
よ
う

だ
と
建
築
技
能
士
の
集
団
の
声

で
あ
っ
た
。
見
学
す
る
時
間
が

足
り
な
か
っ
た
け
ど
、
昼
食
時

間
が
過
ぎ
お
腹
が
ペ
コ
ペ
コ
の

所
に
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場

で
焼
肉
、
地
ビ
ー
ル
と
豪
勢
な

昼
食
に
、
こ
こ
で
も
タ
イ
ム

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
予
定
を

変
更
。
近
場
の
有
名
な
庭
園
の

す
ば
ら
し
い
お
寺
に
参
拝
し
、

宿
泊
の
ホ
テ
ル
に
到
着
。
ゆ
っ

た
り
と
湯
に
つ
か
り
、
一
日
の

疲
れ
を
癒
し
、
宴
会
場
で
は
人

吉
名
物
「
鮎
の
塩
焼
き
」
を
は

じ
め
、
地
場
の
御
馳
走
に
舌
鼓

を
打
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
、

歌
に
踊
り
に
と
盛
り
上
が
り
、

万
歳
三
唱
で
お
開
き
。
一
日
目

の
旅
は
雨
で
し
た
が
、
心
は
全

員
晴
れ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

二
日
目
も
空
か
ら
今
に
も
雨

が
降
り
出
し
そ
う
で
す
。
か
や

ぶ
き
の
桃
山
建
築
の
国
宝
青
井

阿
蘇
神
社
へ
、
本
殿
、
廊
、
幣

殿
、
拝
殿
、
楼
門
と
五
棟
が
創

建
さ
れ
て
い
て
建
築
の
す
ば
ら

し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま
い
雨
が

降
り
出
し
た
の
も
気
が
付
か
ず
、

あ
わ
て
て
バ
ス
ま
で
走
り
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
雨
で
す
。
酒
造

工
場
を
見
学
、
試
飲
し
、
お
土

産
に
焼
酎
を
買
い
込
み
、
球
磨

川
下
り
の
乗
り
場
へ
、
二
艘
に

分
乗
し
、
清
流
コ
ー
ス
で
一
時

間
三
十
分
の
川
下
り
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
船
か
ら
も
笑
い
声
ば

か
り
、
声
を
聞
き
又
笑
い
、
時

に
は
大
波
で
水
を
か
ぶ
り
寒
さ

に
毛
布
で
し
っ
か
り
と
身
を
包

み
、
山
の
木
々
の
紅
葉
を
満
喫

し
、
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

初
め
て
の
川
下
り
、
今
度
は
急

流
く
だ
り
を
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

昼
食
は
球
泉
洞
レ
ス
ト
ラ
ン

で
済
ま
せ
、
鍾
乳
洞
へ
、
権
現

山
の
地
下
に
あ
り
、
長
さ
四
千

八
百
メ
ー
ト
ル
、
現
在
日
本
で

五
番
目
の
鍾
乳
洞
だ
そ
う
で
す
。

内
部
は
整
備
さ
れ
、
鉄
骨
製
の

橋
が
巧
み
に
架
け
ら
れ
、
円
板

状
鍾
乳
石
と
石
筍
、
こ
ん
も
り

鍾
乳
石
、
水
の
流
れ
る
音
や
足

元
の
下
を
水
が
勢
い
よ
く
流
れ

て
い
る
の
が
鉄
製
の

網
か
ら
透
け
て
見
え
、

少
々
ス
リ
リ
ン
グ
で

し
た
。
外
に
出
た
時

は
、
汗
び
っ
し
ょ
り

に
な
っ
て
、
今
日
程

健
康
が
一
番
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
日
間
の
行
程
も
終
わ
り
、

一
路
家
へ
と
バ
ス
に
乗
っ
た
ら
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま
り
、

ビ
ー
ル
片
手
に
マ
イ
ク
を
握
り
、

バ
ス
ガ
イ
ド
の
名
調
子
の
声
に

全
員
参
加
で
二
時
間
歌
い
続
け

佐
世
保
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
一
泊
二
日
の
旅
で

し
た
が
と
て
も
楽
し
い
想
い
出

い
っ
ぱ
い
の
旅
行
が
出
来
た
事
、

又
来
年
も
計
画
し
て
ほ
し
い
と

皆
さ
ん
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
本
当
に
こ
ん
な
に
楽
し
い

旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
小
林
ミ
ツ
子
）
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浦
上
東
支
部
主
婦
会
で
は
、

十
二
月
二
十
六
日
�
午
後
一
時

か
ら
、
年
末
の
多
忙
な
時
期
で

し
た
が
、
お
正
月
用
の
生
け
花

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
工
の
ご
主
人
に
切
り
出
し

て
も
ら
っ
た
青
竹
を
花

器
に
し
て
、
本
格
的
な

生
け
花
は
初
め
て
と
い

う
方
も
、
百
合
・
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
松
・
か

す
み
草
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
玄
関
、
床
の

間
な
ど
、
置
く
場
所
に
合
わ
せ

た
生
け
方
な
ど
を
習
い
な
が
ら

楽
し
く
真
剣
に
挑
み
ま
し
た
。

こ
の
時
期
買
え
ば
数
千
円
す

る
も
の
も
独
自
の
ル
ー
ト
で
仕

入
れ
て
頂
い
た
お
か
げ
で
安
く
、

豪
華
な
も
の
が
完
成
し
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
を
並
べ
て
そ
の

出
来
栄
え
に
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。

今
回
は
少
人
数
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
次
回
は
ほ
か

の
方
へ
も
声
か
け
し
、
主
婦
会

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
山
本
）

十
二
月
二
十
七
日
、
北
松
支

部
主
婦
会
で
は
、
毎
年
恒
例
に

な
り
ま
す
お
花
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
主
婦
会
の

横
田
ミ
チ
子
さ
ん
を
先
生
に
迎

え
、
多
く
の
主
婦
会
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
賑
や
か
に
お
花
を

生
け
ま
し
た
。
横
田
先
生
か
ら
、

主
婦
会
の
皆
さ
ん
は
非
常
に
セ

ン
ス
が
良
く
驚
か
さ
れ
る
と
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
手
馴
れ
た
も
の
で
、

各
自
個
性
を
出
し
つ
つ
、
素
晴

ら
し
い
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
お
花
教
室
に
参
加
し
て
今

年
一
年
が
終
わ
る
と
実
感
す
る

と
お
っ
し
ゃ
る
主
婦
会
の
方
や
、

今
回
始
め
て
参
加
さ
れ
る
主
婦

会
の
方
も
皆
さ
ん
素
敵
な
お
花

飾
っ
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。（

岩
井
亜
紀
）

花花
のの
生生
けけ
方方
のの
セセ
ンン
スス
をを
ほほ
めめ
らら
れれ

ニニ
ンン
ママ
リリ 青青竹竹をを花花器器にに

正正月月用用のの生生けけ方方をを習習うう

建建設設長長崎崎青青年年技技能能競競技技大大会会
上位２～３名が全国技能競技大会に参加します。

開催日時 平成２１年５月１７日�

・受付時間 午前８時３０分

・開始時間 午前９時予定

・終了時間 午後５時予定

開催場所 長崎地域職業訓練センター

（西彼杵郡時津町八工区内）

競技課題 「四方転び踏み台」勾配１０分の３

競技時間 ６時間３０分（製図及び実技）

参加資格 原則的には３５歳以下の者

主 催 建設長崎技術対策部・青年部

審査委員 建設長崎技術技能対策部役員

表彰対象 上位３名の表彰と参加者全

員に参加賞を授与いたします。

佐世保北支部

「四方転び踏み台」

北
松
支
部
主
婦
会

浦上東支部主婦会

△全員にこやかな笑顔でハイポーズ！

ああ
なな
たた
もも
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ

しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか

△素晴らしい作品を前に全員集合

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２４号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）２月１５日発行


